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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 7月 11日 (2006.7.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 実 効 屈 折 率 ｎ １ で 第 １ の 共 振 器 長 Ｌ １ の 第 １ の 光 共 振 器 と 、 前 記 第 １ の 光 共 振 器 で
発 振 さ れ た 第 １ の レ ー ザ 光 を 出 射 す る 第 １ の 発 光 点 と 、 を 有 す る 第 １ の 発 光 部 と 、
　 第 ２ の 実 効 屈 折 率 ｎ ２ で 第 ２ の 共 振 器 長 Ｌ ２ の 第 ２ の 光 共 振 器 と 、 前 記 第 ２ の 光 共 振 器
で 発 振 さ れ た 第 ２ の レ ー ザ 光 を 出 射 す る 第 ２ の 発 光 点 と 、 を 有 す る 第 ２ の 発 光 部 と 、 を 具
備 し 、
　 前 記 第 １ の 実 効 屈 折 率 と 第 １ の 共 振 器 長 の 積 と 前 記 第 ２ の 実 効 屈 折 率 と 第 ２ の 共 振 器 長
の 積 と の 差 （ ｎ １ ・ Ｌ １ － ｎ ２ ・ Ｌ ２ ） が ０ ． ０ ６ ５ ｍ ｍ よ り 大 き い
　 こ と を 特 徴 と す る レ ー ザ 光 源 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の 共 振 器 長 Ｌ １ と 前 記 第 ２ の 共 振 器 長 Ｌ ２ と が 略 等 し い （ Ｌ １ ≒ Ｌ ２ ）
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の レ ー ザ 光 源 。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ の 実 効 屈 折 率 ｎ １ で 第 １ の 共 振 器 長 Ｌ １ の 第 １ の 光 共 振 器 と 、 前 記 第 １ の 光 共 振 器 で
発 振 さ れ た 第 １ の レ ー ザ 光 を 出 射 す る 第 １ の 発 光 点 と 、 を 有 す る 第 １ の 発 光 部 と 、
　 第 ２ の 実 効 屈 折 率 ｎ ２ で 第 ２ の 共 振 器 長 Ｌ ２ の 第 ２ の 光 共 振 器 と 、 前 記 第 ２ の 光 共 振 器
で 発 振 さ れ た 第 ２ の レ ー ザ 光 を 出 射 す る 第 ２ の 発 光 点 と 、 を 有 す る 第 ２ の 発 光 部 と 、 を 具
備 し 、
　 前 記 第 １ の 実 効 屈 折 率 と 第 １ の 共 振 器 長 の 積 と 前 記 第 ２ の 実 効 屈 折 率 と 第 ２ の 共 振 器 長
の 積 と の 差 （ ｎ １ ・ Ｌ １ － ｎ ２ ・ Ｌ ２ ） が ０ ． ０ ６ ５ ｍ ｍ よ り 大 き い
　 こ と を 特 徴 と す る 光 ピ ッ ク ア ッ プ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ の 共 振 器 長 Ｌ １ と 前 記 第 ２ の 共 振 器 長 Ｌ ２ と が 略 等 し い （ Ｌ １ ≒ Ｌ ２ ）
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ 。
【 請 求 項 ５ 】
第 １ の 実 効 屈 折 率 ｎ １ で 第 １ の 共 振 器 長 Ｌ １ の 第 １ の 光 共 振 器 と 、 前 記 第 １ の 光 共 振 器 で
発 振 さ れ た 第 １ の レ ー ザ 光 を 出 射 す る 第 １ の 発 光 点 と 、 を 有 す る 第 １ の 発 光 部 と 、



　 第 ２ の 実 効 屈 折 率 ｎ ２ で 第 ２ の 共 振 器 長 Ｌ ２ の 第 ２ の 光 共 振 器 と 、 前 記 第 ２ の 光 共 振 器
で 発 振 さ れ た 第 ２ の レ ー ザ 光 を 出 射 す る 第 ２ の 発 光 点 と 、 を 有 す る 第 ２ の 発 光 部 と 、 を 具
備 し 、
　 前 記 第 １ の 実 効 屈 折 率 と 第 １ の 共 振 器 長 の 積 と 前 記 第 ２ の 実 効 屈 折 率 と 第 ２ の 共 振 器 長
の 積 と の 差 （ ｎ １ ・ Ｌ １ － ｎ ２ ・ Ｌ ２ ） が ０ ． ０ ６ ５ ｍ ｍ よ り 大 き い レ ー ザ 光 源 を 具 備 す
る こ と を 特 徴 と す る 光 デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
第 １ の 実 効 屈 折 率 ｎ １ で 第 １ の 共 振 器 長 Ｌ １ の 第 １ の 光 共 振 器 と 、 前 記 第 １ の 光 共 振 器 で
発 振 さ れ た 第 １ の レ ー ザ 光 を 出 射 す る 第 １ の 発 光 点 と 、 を 有 す る 第 １ の 発 光 部 と 、
　 第 ２ の 実 効 屈 折 率 ｎ ２ で 第 ２ の 共 振 器 長 Ｌ ２ の 第 ２ の 光 共 振 器 と 、 前 記 第 ２ の 光 共 振 器
で 発 振 さ れ た 第 ２ の レ ー ザ 光 を 出 射 す る 第 ２ の 発 光 点 と 、 を 有 す る 第 ２ の 発 光 部 と 、 を 具
備 し 、
　 前 記 第 １ の 実 効 屈 折 率 と 第 １ の 共 振 器 長 の 積 と 前 記 第 ２ の 実 効 屈 折 率 と 第 ２ の 共 振 器 長
の 積 と の 差 （ ｎ １ ・ Ｌ １ － ｎ ２ ・ Ｌ ２ ） が ０ ． ０ ６ ５ ｍ ｍ よ り 大 き い 光 ピ ッ ク ア ッ プ を 具
備 す る こ と を 特 徴 と す る 光 デ ィ ス ク 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 レ ー ザ 光 源 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ 、 お よ び 光 デ ィ ス ク 装 置
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 レ ー ザ 光 源 光 ピ ッ ク ア ッ プ に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 光 デ ィ ス ク 装 置 に は 、 Ｃ Ｄ （ Compact Disc） 、 Ｄ Ｖ Ｄ （ Digital Versatile 
Disc） 等 の 複 数 種 別 の 光 デ ィ ス ク （ 光 記 録 媒 体 ） の 記 録 、 再 生 を 可 能 と す る た め 、 複 数 の
波 長 の 光 を 出 射 す る 半 導 体 レ ー ザ を 備 え る も の が あ る 。 こ の 半 導 体 レ ー ザ に は 、 半 導 体 チ
ッ プ 上 に 互 い に 異 な る 波 長 の 光 を 出 射 す る 複 数 の 領 域 を 近 接 し て 形 成 し た も の を 用 い る こ
と が で き る 。 こ の 場 合 、 複 数 の 波 長 を 出 射 す る 半 導 体 レ ー ザ に つ い て 戻 り 光 ノ イ ズ を 低 減
す る 必 要 が あ る 。
　 ま た 、 光 デ ィ ス ク へ の 記 録 時 に は 再 生 時 よ り も 強 度 の 大 き な レ ー ザ 光 を 用 い る た め 、 再
生 時 よ り も 戻 り 光 の 影 響 が 大 き く な り 易 い 。
　 以 上 に 鑑 み 、 本 発 明 は 複 数 の 波 長 を 出 射 し 、 か つ 戻 り 光 ノ イ ズ を 低 減 で き る レ ー ザ 光 源

光 ピ ッ ク ア ッ プ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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、 、 お よ び 光 デ ィ ス ク 装 置

、 、 お よ び 光 デ ィ ス ク 装 置



　 こ こ で 、 前 記 第 １ の 共 振 器 長 Ｌ １ と 前 記 第 ２ の 共 振 器 Ｌ ２ と が 略 等 し く て も よ い （ Ｌ １
≒ Ｌ ２ ） 。
　 第 １ 、 第 ２ の 共 振 器 の 共 振 器 長 を 同 一 に す る こ と で 、 第 １ 、 第 ２ の 共 振 器 を 一 体 的 に 形
成 す る こ と が 容 易 に な る 。

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 波 長 を 出 射 し 、 か つ 戻 り 光 ノ イ ズ を 低 減 で き る レ ー ザ 光 源 光
ピ ッ ク ア ッ プ を 提 供 す る こ と が で き る 。
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　 Ｃ ． 本 発 明 に 係 る 光 デ ィ ス ク 装 置 は 、 第 １ の 実 効 屈 折 率 ｎ １ で 第 １ の 共 振 器 長 Ｌ １ の 第
１ の 光 共 振 器 と 、 前 記 第 １ の 光 共 振 器 で 発 振 さ れ た 第 １ の レ ー ザ 光 を 出 射 す る 第 １ の 発 光
点 と 、 を 有 す る 第 １ の 発 光 部 と 、 第 ２ の 実 効 屈 折 率 ｎ ２ で 第 ２ の 共 振 器 長 Ｌ ２ の 第 ２ の 光
共 振 器 と 、 前 記 第 ２ の 光 共 振 器 で 発 振 さ れ た 第 ２ の レ ー ザ 光 を 出 射 す る 第 ２ の 発 光 点 と 、
を 有 す る 第 ２ の 発 光 部 と 、 を 具 備 し 、 前 記 第 １ の 実 効 屈 折 率 と 第 １ の 共 振 器 長 の 積 と 前 記
第 ２ の 実 効 屈 折 率 と 第 ２ の 共 振 器 長 の 積 と の 差 （ ｎ １ ・ Ｌ １ － ｎ ２ ・ Ｌ ２ ） が ０ ． ０ ６ ５
ｍ ｍ よ り 大 き い レ ー ザ 光 源 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 Ｄ Ｖ Ｄ お よ び Ｃ Ｄ そ れ ぞ れ に 対 応 す る 第 １ 、 第 ２ の 発 光 部 の 双 方 に つ い て 、 内 部 共 振 器
長 と 外 部 共 振 器 長 の 関 係 を 戻 り 光 ノ イ ズ が 少 な い 状 態 に 保 つ こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 Ｄ
Ｖ Ｄ 、 Ｃ Ｄ へ の 記 録 、 再 生 を 戻 り 光 ノ イ ズ が 少 な い 状 態 で 行 え る 。
　 Ｄ ． 本 発 明 に 係 る 他 の 光 デ ィ ス ク 装 置 は 、 第 １ の 実 効 屈 折 率 ｎ １ で 第 １ の 共 振 器 長 Ｌ １
の 第 １ の 光 共 振 器 と 、 前 記 第 １ の 光 共 振 器 で 発 振 さ れ た 第 １ の レ ー ザ 光 を 出 射 す る 第 １ の
発 光 点 と 、 を 有 す る 第 １ の 発 光 部 と 、 第 ２ の 実 効 屈 折 率 ｎ ２ で 第 ２ の 共 振 器 長 Ｌ ２ の 第 ２
の 光 共 振 器 と 、 前 記 第 ２ の 光 共 振 器 で 発 振 さ れ た 第 ２ の レ ー ザ 光 を 出 射 す る 第 ２ の 発 光 点
と 、 を 有 す る 第 ２ の 発 光 部 と 、 を 具 備 し 、 前 記 第 １ の 実 効 屈 折 率 と 第 １ の 共 振 器 長 の 積 と
前 記 第 ２ の 実 効 屈 折 率 と 第 ２ の 共 振 器 長 の 積 と の 差 （ ｎ １ ・ Ｌ １ － ｎ ２ ・ Ｌ ２ ） が ０ ． ０
６ ５ ｍ ｍ よ り 大 き い 光 ピ ッ ク ア ッ プ を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 Ｄ Ｖ Ｄ お よ び Ｃ Ｄ そ れ ぞ れ に 対 応 す る 第 １ 、 第 ２ の 発 光 部 の 双 方 に つ い て 、 内 部 共 振 器
長 と 外 部 共 振 器 長 の 関 係 を 戻 り 光 ノ イ ズ が 少 な い 状 態 に 保 つ こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 Ｄ
Ｖ Ｄ 、 Ｃ Ｄ へ の 記 録 、 再 生 を 戻 り 光 ノ イ ズ が 少 な い 状 態 で 行 え る 。

、
、 お よ び 光 デ ィ ス ク 装 置
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